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いる（図28 i大木ほか, 2011) 割抜式舟形石棺は．
中九州の阿蘇を取り巻く地域で知られ，阿蘇4火砕流
の溶結凝灰岩が使われていることから，今後の考古学
的研究が待たれる． ちなみに神領10号墳の石棺は志
布志市夏井海岸で切り出され（図26)，舟で運ばれた
と推定されている（大木ほか, 2011).
12）船倉火砕流（小野ほか， 1982）
船倉火砕流は鹿児島郡三島村の竹島と薩摩硫黄島に
分布し,層厚は5メートル以~ドと薄いが強溶結である
暗灰色～黒色を呈し，岩片や軽石をほとんど含まない
が，場所によってはつぶされた軽石を少量含む灰褐色
の部分も報告されている（黒川. 2013).
石材と石造物：船倉火砕流の溶結凝灰岩は三島村の
石造物の多くに使用されている（黒川. 2013 ;松田．
2013)
28
鹿児島に分布する火砕流堆積物と溶結凝灰岩の石材
まとめ
鹿児島県下で分布が確認されている火砕流堆積物の
数は，鈴木ほか(1985)が報告した時点より増えてい
るが，溶結凝灰岩を伴う火砕流の数は基本的には変わ
らない． しかし，古い火砕流堆積物は浸食が進み‘分
布が局地的であるために存在を見落としている可能性
は否定できない例えば、姶良市住吉の新照寺は明治
に建てられた石造りのお寺で，国の登録有形文化財に
指定されている（図29)．姶良市の恒見勝則氏より‘
石材は同市の寺師黒葛野から切り出された「黒葛野
石」とお聞きしたが，石切場については信者の方から
確かな情報は得られなかった．石材の特徴は‘今回報
告した火砕流の溶結凝灰岩のいずれにも当てはまらな
い．黒葛野は新照寺の北方約2キロメートルの山間部
に位置し，大塚・西井上（1980）の地質図では加久藤
火砕流堆積物がこの地域に分布していることになって
いる今後， この地域の精査が必要であろう．
今回，溶結凝灰岩を伴う火砕流堆積物と石造物の石
材についてまとめてみたが，文化財として貴重な石造
物に関しては． その石材の同定を進める必要がある
また．石材が使われなくなり，石切場や石材の知識を
持った方が老齢化しつつある今日､それらの情報を収
集すること，その情報に基づいて石切場の位置と地層
名を記録することが急がれるさらに．記録が風化し
つつある石造物に対して研究分野を超えた調査研究が
求められる．
－－沼げ
… ヴ
＝＝
一 Lー
F-
L■
国司
一
脳#鰯雲
‘
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